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大
迫
カ
　
　
ヤ
ット
サ
↓

元
気
な
地
元
連

ャ
古
サ
↓

２
年
連
続
の
記
録
的
な
暑
さ
。
そ
れ
で
も
汗

を
吹
き
飛
ば
す
大
迫
カ
ー
第
３３
回
阿
波
踊
り

ｏ

東
林
間
サ
マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
が
晴
天
の
８
月

３
日
（土
）
～
４
日

（日
）
、
東
林
間
駅
前
大
通
り

を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元

６
連
の
皆
さ
ん
は
日
夜
練
習
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
参
加
友
好
連
は
２
日
間
で
総

勢
３６
連
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
上
鶴
間
中
学
校
生

徒
有
志
は
今
年
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
夏
の
祭

典
に
大
活
躍
。
（詳
細
は
６
面
参
照
）

地
元
の
連
名

・
設
立
時
期
は
次
の
よ
う
で
す
。

東
林
間
連
。
平
成

５
年
、
ほ
た
る
連
と
伍
楽
連

・

平
成
１２
年
、
あ
う
ん
連

。
平
成
１４
年
、
ひ
よ

り
連

。
平
成
２１
年
、
壱
粋

。
平
成
２８
年

ひ
よ
り
連
の
連
長
渡
辺
武
士
さ
ん
は

『年
中
、

相
武
台
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
大
人
２０

人
、
子
ど
も
１５
人
、
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
で
す
。

行
事
に
は
サ
マ
ー
わ
ぁ
ｌ
ニ
バ
ル
の
他
に
相
武

台
公
民
館
祭
り
、
大
凧
祭
り
で
も
演
舞
し
て
い

ま
す
。
ひ
よ
り
連
と
い
う
名
は

「今
日
も
や

っ

ば
り
阿
波
踊
り
日
和

（晴
天
）
」
と
楽
し
く
思
え

る
よ
う
に
付
け
ま
し
た
。
ひ
よ
り
連
の
モ
ッ
ト

ー
は
本
場
徳
島
の
阿
波
踊
り
を
学
び
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
で
す
。
楽
し
く
踊
れ
ば
、
見
て
く
れ

て
い
る
人
に
も
元
気
を
与
え
ら
れ
ま
す
』
と
総

括
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
た
る
連
を
除
く
地
元
連
の
他
に
、

に
わ
か
連

の
参
加
も
あ
り
、
地
域
あ
げ
て
の
盛

大
な
夏
の
祭
典
で
し
た
。
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令和 6年 9月 5日 東りんかん ふれあいだより (2)

ネ
ッ
ト
犯
罪
特
別
授
業
が
蒸
し
暑
い
曇

天
の
６
月
２６
日

（水
）
、
上
鶴
間
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
南
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
少

年
係
警
部
補
の
中
野
陽
介
さ
ん
。
授
業
の

対
象
者
は
上
鶴
間
中
学
校
全
校
生
徒
約
３

百
人
。
（写
真
）

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
は
今

や
世
界
中
で
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
ラ
イ
ン
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
で
す
。

こ
れ
ら
は
便
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
悪

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
南
警
察
署

管
内
で
も
ネ
ッ
ト
犯
罪
が
増
え
て
お
り
、

初
め
て
自
治
会
を
通
し
た
特
別
授
業
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
授
業
は
①

Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
よ
る
女
子

中
学
生
が
ゲ
ー
ム
中
の
会
話
で
相
手
を
信

用
し
自
身
の
画
像
を
送
る
コ
ン
ト
②
中
野

さ
ん
に
よ
る
対
策
の
説
明
で
し
た
。

設
定
は
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
ー
で
の
主

人
公
女
子
中
学
生

（
Ａ
子
）
と
パ
パ
と

の
や
り
と
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
内
容

は
以
下
の
と
お
り
。

そ
の
１

¨
ト
ラ
ブ
ル
の
前
兆

Ａ
子

「ね
え
パ
パ
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
ス

マ
ホ
に
イ

ン
ス
ト
ー

ル
し

て
く
れ
な

い
？
」
台
所
か
ら
マ
マ
が

「ゲ
ー
ム
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
わ

よ
。
心
配
だ
わ
―
」
Ａ
子

「大
丈
夫
―
だ

っ

て
み
ん
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
い
る
か

ら
」
。
‥

パ
パ
は
ゲ
ー
ム
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
２

¨
ト
ラ
ブ
ル
発
生

ゲ
ー
ム
は
３
歳
年
上
の
女
性

（
Ｂ
子
）

と
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｂ
子

「楽
し
か
っ
た

ね
。
私
の
顔
写
真
送

っ
た
か
ら
、
あ
な
た

の
顔
写
真
を
送

っ
て
く
れ
る
？
」
と
い
う

ト
ー
ク
。
Ａ
子
は
顔
写
真
を
送
り
ま
し
た
。

Ｂ
子

「胸
の
写
真
も
送

っ
て
く
れ
る
？
」

と
要
求
。
Ａ
子
は
せ
っ
か
く
友
達
に
な
っ

た
の
で
胸
の
写
真
も
送
り
ま
し
た
。

Ｂ
子

「全
身
の
も
送

っ
て
く
れ
る
？
」
と
要
求
。

Ａ
子
は
不
安
に
な
り
た
め
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
へ
突
然
ダ
ミ
声
の
大
声
で

「オ

ラ
ア
、
早
く
送
ら
ん
か
い
―
送
ら
ん
と

ネ
ッ
ト
に
写
真
を
ば
ら
撒
く
ぞ
」
と
脅
し

て
き
ま
し
た
。

Ｂ
子
は
女
性
で
は
な
く
男

性
だ

っ
た
の
で
す
。
Ａ
子
は
親
と
相
談
。

親
は
警
察
と
相
談
。
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
３

¨
対
策

中
野
警
部
補
か
ら

「こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
不
安

に
思
っ
た
時
点
で
無
視

（中
止
）
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

。
胸
の
写
真
送

っ
て
と
言
わ
れ
た
ら
無
視

す
る
。

・
危
な
い
な
―
と
思

っ
た
ら
無
視
す
る
。

・
仲
良
く
な
り
た
い
な
―
と
言
わ
れ
た
ら

無
視
す
る
。

相
手
は
同
様
な
ケ
ー
ス

（候
補
）
を
た

く
さ
ん
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
脅
し
に

屈
す
れ
ば
、
さ
ら
に
弱
み
に
付
け
込
ん
で

き
ま
す
。

実
際
、
写
真
を
拡
散
さ
れ
近
所
を
普
通

に
歩
け
な
く
な

っ
た
り
、
女
子
高
校
生
の

場
合
、
画
像
の
拡
散
で
大
学

へ
入
学
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

Ｓ

Ｎ
Ｓ
で

居
住
場
所
を
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
細
か
な

住
所
を
送
信
し
な
い
こ
と
。
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
。

最
後
に
、
嶋
野
校
長
先
生
か
ら
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
隣
に
い

る
人
な
ら
顔
が
見
え
る
か
ら
様
子
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し

Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
顔
が
見

え
ま
せ
ん
。
男
性
か
、
女
性
か
、
悪
意
の

あ
る
人
か
。
そ
れ
だ
け
に
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
や
す
い
。
さ
ら
に
教
育
委
員
会
で
も

監
視
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
危
険
な
所
に

追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
個
人
情
報
が
ネ
ッ

ト
に
載

っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
旨
の
連
絡
が

き
ま
す
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

上
鶴
間
中
学
校
の
全
生
徒
は
蒸
し
暑
い

中
で
も
私
語
が
な
く
実
質
３０
分
間
特
別
授

業
を
集
中
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
有
意

義
な
授
業
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
夏
、
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
が
導
入

さ
れ
る
と
の
こ
と
。
良
か
っ
た
で
す
ね
。

蛛
鐘
蛉
ぽ
ゾ
蒟
珀
〓
ク
ト
は
ほ
晰
疵

颯

´東
林
間
自
治
会
は
災
害
時
要
援
護
者
支

援
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
防
災
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
す
で

に
２
回
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
会
議
で
①
安
否
確
認
カ
ー

ド
を
用
い
、
こ
の
訓
練
を
普
及
拡
大
さ
せ

る
こ
と
②
要
援
護
者
避
難
誘
導
訓
練
の
実

施
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
目
の
会
議
で
は
避
難
誘
導
訓
練

の
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
民
生
委
員
と
の
連
携
方
法
も

検
討
課
題
で
す
。
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●
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
肉
の
ス

エ
ヒ

ロ
東
林

間
店

が

４
年

ほ
ど
前

に
、

東
林
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
は

３
年
前
に
閉
店
。

ス
エ
ヒ
ロ
は
国
産
牛
肉

ス
テ
ー
キ
、
ハ

ン
バ
ー
グ
、
サ
ラ
ダ
バ
ー
を
、
東
林
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
は
焼
き
肉
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
プ

チ
ケ
ー
キ
の
提
供
を
特
徴
と
し
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
店
と
は
い
え
残
念
で
す
。

現
在
、

ス
エ
ヒ
ロ
の
跡
地
に
大
型

マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち

て
い
ま
す
。

犯罪に巻き込まれないよう気を付けてね
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躙
仁
辣
鱚
継蟄
瞼

防
災
体
験
デ
ー
が
曇
天
の
６
月
３０
日

（日
）
、
東
林
公
民
館
で
開
催
。

こ
の
体
験
デ
ー
の
目
的
は
、
大
規
模
な

震
災
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
、
東
林
地

区
の
自
主
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
で

す
。
特
徴
は
自
治
会
、
避
難
所
の
防
災
訓

練
に
比
べ
専
門
的

。
大
規
模
な
体
験
で
あ

る
こ
と
。
主
催
者
は
東
林
地
区
連
合
自
主

防
災
隊

（東
林
地
区
連
）
。
参
加
者
は
傘

下
１５
自
治
会
、
９９
人
。
東
林
間
自
治
会
か

ら
２１
人

（う
ち
区
長
さ
ん
ら

８
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
田
村
地
区
連
合
自
主
防
災
隊

長
か
ら
共
助
の
重
要
性
と
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
ｃ

参
加
者
は
自
治
会
ご
と
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。

体
　
験

・
起
震
車
震
度
体
験

起
震
車
に
よ
る
震
度
体
験
で
は

４
人

単
位
で
起
震
車
に
乗
り
、
震
度
計
を
見
な

が
ら
震
度
の
強
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。
多

く
の
参
加
者
は
震
度
７
で
恐
怖
を
覚
え
ま

し
た
。
（上
段
写
真
）

・
水
消
火
器
初
期
消
火
体
験

水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
体
験
は
参

加
者
が

″火
事
だ
―
〃
と
い
う
大
声
を
発

し
、
標
的
の
約

５
ｍ
前
で
消
火
器
の
止
め

ピ
ン
を
抜
き
、
日
標
め
が
け
て
３

ｍ
前

ま
で
近
づ
き
な
が
ら
消
火
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
（写
真
）

見
　
学

・
消
防
士
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

消
防
士
に
よ
る

Ａ

Ｅ

Ｄ
操
作

で
は

Ａ

Ｅ
Ｄ
か
ら
伝
わ
る
音
声
の
指
示
に
従

い
①
Ａ

Ｅ

Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る
②
肩
、

心
臓
、
脇
腹
が
直
線
に
な
る
よ
う
肩
と
脇

腹
に
パ
ッ
ト
を
貼
る
③
マ
ッ
サ
ジ
ャ
ー

ヘ

パ
ッ
ト
に
繋
が

っ
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト
を

入
れ
る
④
衝
撃
波
が
伝
わ
る
⑤
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
⑥
電
源
を
切
る
と
い
う

一
連
の
動

作
を
見
学
。
（写
真
）

。
簡
易
仮
設
ト
イ
レ
展
示

段
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
仮
設
ト
イ
レ
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
見
学
者
は
そ
の
耐

久
性
や
実
用
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

教
　
室

。
東
林
分
署
長
講
話

（２
階
）

①
過
去
の
大
震
災
で
家
屋
倒
壊
、
孤
立

集
落
な
ど
に
よ
り
共
助

。
自
助
が
大
切
で

あ

っ
た
と
い
う
教
訓
②
避
難
所
で
の
非
会

員
対
応
に
会
員
の
支
援
が
必
要
な
こ
と
③

大
震
災
時
に
近
所
の
人
々
に
よ
る
早
期
救

出
が
高
生
存
率
に
つ
な
が
る
こ
と
④
水

・

食
料
の
確
保
な
ど
の
講
話
で
し
た
。

・
延
焼
シ
ミ

ユ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（２
階
）

幅
広
の
道
路
、
風
力
、
風
向
き
に
よ
り

延
焼
の
程
度
や
方
向
が
異
な
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
車
椅
子
操
作
体
験
、
煙
室

避
難
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
の
Ａ
さ
ん

（女
性
）
は

「区
長

で
す
。
避
難
先
は
東
林
小
学
校
。
体
験
デ
ー

の
参
加
は
２
回
目
。
今
回
の
体
験
デ
ー
で

最
も
役
立

っ
た
の
は
起
震
車
震
度
体
験
で

す
」
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
林
間

４
丁
目
に
お
住
い
の
Ｍ
さ
ん

は
長
年
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
方
で
す
。

３
人
の

お
子
さ
ん
は
独
立
。
ご
夫
婦

２
人
暮
ら

し
で
す
。

Ｍ
家
の
防
災
対
策
は
以
下
の
通
り
。

・
住
宅
改
修

７
年
前
に
築
後
４０
年
の
住
宅
を
外
壁

。

屋
根
の
補
強

・
軽
量
化
及
び
屋
内
の
水
回

り
改
修
な
ど
耐
震
化
を
含
め
た
リ
ホ
ー
ム

を
実
施
。

。
屋
内
―
既
往

①
食
器
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
転
倒
防
止

金
具
の
取
り
付
け
②

Ｔ
Ｖ
の
転
倒
防
止

金
具
と
耐
震
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
の
使
用
③
消

火
器
の
設
置
④
非
常
用
持
ち
出
し
グ
ッ
ズ

の
保
管

（玄
関
先
）
。

・
屋
内
―
新
規

①
両
開
き
食
器
戸
棚
の
震
度

５
以
上

の
自
動
ロ
ッ
ク
装
置
の
取
り
付
け

（写
真

上
）
②
非
常
食

・
飲
料
の
木
型
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
内
備
蓄
③
生
活
用
水
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
保
管

（写
真
下
）
な
ど
。

Ｍ
さ
ん
は
防
災
対
策
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
を
日
頃
か
ら
準
備
し
て
い
ま
す
。

願轟醸1・
ヽ  | ||
:17.    |
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令
和

６
年
度

１
回
目
の
除
草
作
業
が

曇
天
の
５
月
１９
日

（日
）
、
東
林
間
１
丁

目
緑
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
自

治
会
役
員
な
ど
２１
人
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
４
人
の
合
計
２５
人
。

今
回
は
早
目
に
除
草
作
業
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
も
あ

っ
て
雑
草
、
枯
れ
枝
の
量
は

少
な
い
方
で
し
た
。
そ
れ
で
も
参
加
者
は

広
い
緑
地
の
中
で
、
落
下
し
傷
を
負

っ
た

カ
ラ
ス
の
雛
を
避
け
な
が
ら
汗
を
流
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
東
林
間

１
丁
目
緑

地
は
風
通
し
と
見
通
し
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

２
回
目
の
除
草
作
業
は
熱
中
症
対
策
上

真
夏
を
避
け

９
月
１５
日

（日
）
、
東
林
間

ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

自
治
会
主
催
の
草
花
の
植
え
替
え
作
業

が
曇
天
の
６
月
９
日

（日
）
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
で
開
催
。
こ
の
日
は
ク
リ
ー
ン

デ
ー
の
日
で
し
た
。
自
治
会
役
員
は
そ
の

作
業
を
終
え
、
午
前
１０
時
ご
ろ
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
に
参
集
。
参
加
者
は
１７
人
。

花
壇
は
冬
春
用
の
草
花
か
ら
赤
の
サ
ル

ビ
ア
、
黄
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
自
、

ピ
ン
ク
の
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、
ベ
コ
ニ
ア
な

ど
の
夏
秋
用
の
草
花
に
植
え
替
え
ら
れ
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
周
囲
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
も
刈
り
込
ま
れ
ス
ッ
キ
リ
し
ま

し
た
。
第

４
公
園
に
も
同
様

の
草
花
が

植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

手際よい除草作業

公園と水道みちの除草・清掃

直
近
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
は
曇
天
の
７

月
１４
日

（日
）
午
前

９
時
～
１０
時
３０
分

に
第

２
公
園
と
水
道

み
ち

（約
百

ｍ
）

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
で
は
鶴
の
台
小
学
校
子
ど
も
会
の

児
童

４
人
、
保
護
者

３
人
及
び

一
般
参

加
者
６
人
の
合
計
１３
人
で
し
た
。
大
人
は

竹
等
、
子
ど
も
達
は
小
さ
い
熊
手
で
落
ち

葉
を
塵
取
り
に
集
め
て
の
清
掃
で
し
た
。

水
道
み
ち
で
は
近
所
の
皆
さ
ん

６
人

と
小
さ
な
お
子
さ
ん
２
人
の
合
計

８
人

で
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
水
道
み
ち
で
は
春
か
ら
秋
に

か
け
て
約
ｌ

ｍ
の
雑
草
に
覆
わ
れ
ま
す
。

作
業
の
特
徴
は
約
３０
年
前
か
ら
日
常
的

に
刈
払
い
機
を
使
用
し
て
の
清
掃
活
動
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
で

は
多
い
時
に
４
台
の
私
有
の
刈
払
い
機

を
使
用
し
て
の
刈
払
い
と
集
草
な
ど
に
手

間
と
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

副
会
長
　
杉
山
　
伸

一

今
年
度
の
青
パ
ト
出
動
予
定
回
数
は
１０

回
と
例
年
に
比
べ
て
多
い
。
ほ
ぼ
毎
月
の

よ
う
に
自
治
会
本
部
役
員
が
交
代
で
青
パ

ト
巡
回
を
続
け
て
い
ま
す
。
備
え
付
け
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
主
に
交
通
安
全
に
関
す

る
内
容
を
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
地
域
内
を

２
時
間
ほ
ど

か
け
て
巡
回
し
防
犯
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
の
防
犯
パ
ト
は
他
の
自
治
会
と
合

同
の
徒
歩
に
よ
る
巡
回
で
す
。
東
林
間
自

治
会
で
は
本
部
役
員
、
区
長
さ
ん
が

１

時
間
程
度
地
域
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
。
参
加

者
は
防
犯
指
導
員

。
長
谷
川
昌
夫
さ
ん
か

ら
地
域
の
犯
罪
発
生
状
況
を
聞
き
、
そ
れ

を
参
考
に
注
意
深
く
巡
回
し
て
い
ま
す
。

雨
天
で
中
止
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
。

窃
盗
を
企
て
る
者
は
入
念
に
下
調
べ
し

て
い
ま
す
。
人
通
り
が
少
な
い
地
域
、
庭

。

道
路
の
掃
除
が
行
き
届
か
な
い
住
宅
が
ね

ら
い
目
の
よ
う
で
す
。

美しくなつたポケットパーク

第
２
公
園

暑い中の巡回お疲れさまです

青
パ
ト
ｏ

ト
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響

　

蛾
・

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
用
い
た
放
水
訓
練

と
車
椅
子
に
よ
る
避
難
誘
導
訓
練
が
曇
天

の
５
月
２６
日

（日
）
、
東
林
間
ふ
れ
あ
い

広
場
で
開
催
。
参
加
者
は
区
長
さ
ん
１７
人
、

一
般
会
員
４７
人

（う
ち
子
ど
も
１０
人
）
の

他
、
消
防
関
係
者

７
人
、
自
治
会
役
員

な
ど
１５
人
の
計
８６
人
。

放
水
訓
練
で
は
、
消
防
署
東
林
分
署
の

建
内
さ
ん
か
ら
①
火
災
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
初
期
消
火
の
大
切
さ
と
②

今
回
行
う
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
用
い
た
防

災
訓
練
は
初
期
消
火
の
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

家
庭
で
は
消
火
器
、
三
角
バ
ケ
ツ
な
ど

で
、
地
域
で
は
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
用
い

て
初
期
消
火
し
ま
す
。
消
防
署
で
用
い
る

消
火
用
ホ
ー
ス
は
回
径
６５
皿
で
す
。
自
治

会
で
用
い
る
ホ
ー
ス
は
回
径
４０

皿
で
す
。

こ
れ
は
よ
り
軽
量
で
か
つ
使
用
し
や
す
い

も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
は
日
径
６５
ｍｍ
か
ら
４０

ｍｍ
へ
変
換
す
る
装

置
で
す
。
多
く
の
参
加
者
が
放
水
訓
練
を

体
験
し
ま
し
た
。
（上
段
写
真
）

こ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
消
火
用
ホ
ー

ス
は
防
災
倉
庫
に
格
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

備
品
管
理
上
の
問
題
も
あ

っ
て
区
長
さ
ん

が
防
災
倉
庫
を
開
け
ら
れ
ま
す
。

車
椅
子
に
よ
る
防
災
訓
練
で
は
放
水
訓

練
会
場
か
ら
近
い
上
鶴
間
中
学
校
ま
で
段

差
に
注
意
し
て
進
み
ま
し
た
。
対
象
者
は

自
分
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

（要

援
護
者
）
を
想
定
。
１１
台
の
車
椅
子
を
用

い
、
２
人
１
組
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（写
真
）

参
加
者
は
上
鶴
間
中
学
校
正
門
で
お

茶
、
お
菓
子
、
緊
急
用
簡
易
ト
イ
レ
を
受

け
取
り
解
散
し
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
発
表

（
７
月
１８
日
）
以
降

猛
暑

の
日
々
。
東
林
間
西
日
祭
り
が

７

月
２０
日

（土
）
、
２１
日

（日
）
、
共
に
午
後

２

時
か
ら
８
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
子
ど
も
達
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。
大
々
的
な
宣
伝
が
な
く
て
も
夏
休

み
が
始
ま
り
解
放
さ
れ
た
気
分
で
参
加
。

２０
日
午
後

２
時
半
ご
ろ
に
は
人
だ
か
り

が
。

３
時
ご
ろ
か
ら
鼓
笛
隊

の
パ
レ
ー

ド
が
あ
り
祭
り
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

参
加
し
た
Ａ
君
（男
子
。中
１
）
は
「友
達

と
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
も
参
加
し

ま
し
た
。
宣
伝
が
な
く
て
も
夏
休
み
始
め
の

土
日
に
西
日
祭
り
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
ま
す
」
と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
祭
り
に
付
き
物
の
か
き
氷
の
他
に
ブ

レ
ス
レ
ツ
ト
な
ど
の
ひ
か
り
物
に
も
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
盆
踊
り
大
会
が
７
月
２０
日

（土
）
、

Ｊ
Ａ
駐
車
場
で
開
催
。
東
林
間
西
日
祭

り
に
加
え
て
の
盆
踊
り
大
会
で
夏
祭
り

ム
ー
ド
が
さ
ら
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

開
催
時
間
は
夕
立
の
予
報
も
あ

っ
て
午

後

７
時
か
ら
３０
分
繰
り
上
げ

８
時
半
頃

ま
で
の
約
１
時
間
半
。

Ｊ
Ａ
婦
人
会

の

メ
ン
バ
ー
が
踊
り
の
先
導
役

・
リ
ー
ダ
ー

に
。
そ
れ
に
参
加
者
が
加
わ
り
、
や
ぐ
ら

の
周
り
に
大
き
な
輪
が
で
き
ま
し
た
。

夜
空
に
鳴
り
響
く
や
ぐ
ら
太
鼓
の
演
奏

は
ベ
テ
ラ
ン
の
安
斉
隆
・磯
貝
智
子
さ
ん
。

盆
踊
り
の
曲
目
は
新
相
模
原
音
頭
を
始

め
、
馴
染
み
の
炭
坑
節
、
東
京
音
頭
、
相

馬
盆
歌
。

７
時
１５
分
か
ら
の
２０
分
間
こ

ど
も
阿
波
踊
り

（あ
う
ん
連
）
が
参
加
。

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

今
回
は
子
連
れ
家
族
が
日
立
ち
ま
し

た
。
わ
が
子
に
伝
統
の
盆
踊
り
を
体
験
さ

せ
た
い
と
い
う
親
心
な
の
で
し
ょ
う
か
。

要援護者避難誘導のための車椅子訓練

老いも若きも輪になって
伝統の盆踊り

ペットボ トルを目掛けて放水

多様化する祭リグッズに
目を輝かせる子ども達

は
人
気
の

、
蝙
．

癸
林
ｙ
西
濾
祭
憔

Ａ
盆
踊
り
大
会
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ま
ち
を
愛
す
る
心
に
感
謝
―

相
模
原
市
南
区
長
　
加
藤

宏
美

東
林
間
自
治
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
度
、
私
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
東
林

間
サ
マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
や
東
林
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
ち
に
待
っ
て

再
開
さ
れ
、
多
く
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
方
々
の

姿
を
目
に
し
た
り
、
地
域
を
思
う
皆
さ
ん
の

情
熱
に
触
れ
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。
東
林
防
災
訓
練
で
は
、
皆
さ
ん
が
命
を

守
る
上
で
、
地
域
の
絆
を
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
活
気
に
あ
ふ
れ
、
熱
意
を
お
持
ち
の
地

域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
せ
、
地
域
防
災
力
の

向
上
、
自
転
車
の
交
通
事
故
の
防
止
、
ま
ち

に
賑
い
や
魅
力
の
更
な
る
発
展
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
、
相
模
原
市
が
誕
生
し
て
か
ら

７０
周
年
を
迎
え
、
様
々
な
機
会
で
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て

「南
区
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
」

「ず

っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
思

っ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校

上
鶴
間
中
学
校

校
長

嶋
野

智
文

日
頃
よ
り
、
地
域
の
皆

様
に
は
、
本
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
地

域
で
温
か
く
見
守

つ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

６
月
に
は
、
東
林
間
自
治
会
様
に
お

声
が
け
を
い
た
だ
き

「ネ
ッ
ト
犯
罪
特
別

授
業
」
を
本
校
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

危
険
と
隣
り
合
せ
で
あ
り
、
特
に
携
帯
電

話
に
よ
る
事
件
は
非
常
に
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
大
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に

深
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
講
師
の
南
警
察
署

の
方
か
ら
実
例
を
交
え
て
お
話
い
た
だ

き
、
大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

上
鶴
間
中
学
校
は
、
開
校
５４
年
目
を
迎

え
、
卒
業
生
も
１３
千
名
を
超
え
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
生
き

る
力
を
育
み
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材

と
な
る
よ
う
、
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
も
子
ど
も
た
ち
の
活
動

に
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
今
後
も
地
域
と
と
も
に
上

鶴
間
中
学
校
が
発
展
で
き
ま
す
よ
う
、
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

‘
・
―
―
‐

上
鶴
間
中
学
校
生
徒
有
志
延
べ
３５
人
は

今
年
も
東
林
間
サ
マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
参
加
生
徒
は

１
年
生
１２
人
、

２
年
生

２
人
、

３
年
生

３
人
の
合
計
１７

人
。
二
日
目
は

１
年
生

７
人
、
２
年
生

３
人
、

３
年
生

８
人
の
合
計
１８
人
。
両

日
と
も
参
加
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

生
徒
達
は
地
域
の
指
導
者

の
も
と
案

内

・
落
し
物
、
放
送
、
給
水
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
を
担
い
ま
し
た
。

案
内

。
落
し
物
班
は
、
会
場
の
場
所
な

ど
を
示
し
た
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
な
ど
を
参
加

者
に
渡
し
ま
し
た
。
（写
真
）
放
送
班
は 鶴中生の皆さん ありがとう !

主
に
各
連
の
紹
介
原
稿
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

ま
し
た
。
給
水
班
は
冷
た
い
麦
茶
を
提
供
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
班
は
持
ち
寄
ら
れ

た
ゴ
ミ
を
予
め
用
意
し
た
ゴ
ミ
箱
に
分
別

し
て
入
れ
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
鶴
中
生
は
東
林
間
サ
マ
ー

わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
貢

献
し
地
域
に
と

っ
て
必
要
な
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
学
生
が
わ
が
故
郷
に
誇

り
と
自
信
を
持
て
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

自
治
会
役
員

。
協
力
員
は
、
本
部
会
場

の
受
付
。会
計
・筆
耕
の
他
に
交
通
、
警
備
、

誘
導
、
救
護
、
清
掃
な
ど
多
方
面
で
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

と
く
に
交
通
の
分
野
で
は
早
朝

７
時

半
に
福
祉
施
設

・
輝
の
地
下
駐
車
場
に
集

ま
り
、
交
通
整
理
に
必
要
な
資
材
を
積
み

込
み

。
設
営

・
回
収
し
ま
し
た
。
（写
真
）早朝からお疲れさまでした

自
治
会
役
員
も
活
躍
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Ｊ
子
矛
お
め
で
と
う
ご
ギ

い
ま
す

小山  晃様
関  敏明様
足立  昭様
田中 米三様
梶山 則文様
梶山 幸枝様
竹内 光春様
栗井 春男様
根岸 照子様
渡辺 豊子様
小林 三郎様
吉松 美恵様
高田ふみ子様

甘利 恵子様

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

90歳

南9区

12区

ゴヒ5区

7区

東13区

20区

28区

南12区

」ヒ6区

南4区

小西キヨ予様

櫻井 栄子様
吉本五百子様

久保田敬司様

矢橋 ヨン様
藤野 昌子様
山本 早春様
佐藤 信裕様
寺島 照子様
川村 明廣様
川村 瞭子様
渡追 ヨミ様
真島 弘子様

杉山 孝子様
鶴岡 美恵様
丸山 勝美様
石井恵実子様

山崎美穂子様

井上 ′1旬子様
杉浦美壽乃様

雨宮 イト様
浜脇 敏江様
広能 シヨ様
有村  静様
西谷 知香様
矢口 桂子様

◇
次
の
方
々
に
敬
老
の
お
祝
い
を
贈
り
ま
し
た
。

七
七
歳

・
喜
寿

７２
名

◎申告により90歳 (卒寿)、 99歳 (白寿)、 100歳 (百寿)の方々のお名前と年齢を掲載しました。 (8月 10日 現在)

区

区

東6区

膊

17区

西2区 26区

28区

南1区

4区

西13区

16区

18区

20区

24区

3区

4区

8区

12区

西18区

27区

八
〇
歳

・
傘
寿

７１
名

九
〇
歳

・
卒
寿

３４
名

百
歳

・
百
寿
　
４
名

八
八
歳

・
米
寿

５０
名

九
九
歳

・
白
寿

５
名

長谷川 昌夫さん86歳

・出生地 大阪府旭区
・誕生日 昭和 13年 8月 31日
・主な学校と仕事

昭和32年 、都立板橋高校卒業後、

川崎重上に入社

昭和46年結婚.1男 1女誕生^平成
12年 60歳で定年退職じ関連会社入

社後平成4年退職
・地域活動

平成17年座間市日本語ボランテイア

サークル「そら」の会長・講師 (現在
に至る

'平成23年東林地区防犯指導員
`現在に至る,

・賞 罰

平成27年 神奈川県防犯協会連合

会・同県警察本部長から地域防犯

活動で感謝状を受賞など

長寿万歳 !広
報
部
は
、
猛
暑
の
７
月
２７
日

（土
）、

上
鶴
間

８
丁
目
に
お
住
い
で
防
犯
指
導

員
と
し
て
お
馴
染
み
の
長
谷
川
昌
夫
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

７
歳
ま
で
は
戦
時
中

長
谷
川
さ
ん
は
大
阪
府
旭
区
で
昭
和
１３

年

８
月
３１
日
の
お
生
ま
れ
で
す
。
終
戦

時
に
７
歳
で
し
た
の
で
、
戦
時
中
の
様

子
は
覚
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

終
戦

・
進
学

・
就
職

長
谷
川
さ
ん
は
昭
和
２５
年
父
の
仕
事
の

た
め
大
阪
府
か
ら
東
京
都
板
橋
区
に
転

居
。
２９
年
、
板
橋
高
校
に
入
学
。
昭
和
３２

年
に
高
校
を
卒
業
し
、
川
崎
重
工
に
就
職
。

こ
の
会
社
で
主
に
技
術
職
と
し
て
ラ
ジ
ェ

タ
ー
の
軽
量
化
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

移
　
住

長
谷
川
さ
ん
は
昭
和
４６
年
、
３３
歳
の
と

き
四
谷
の
某
婚
活
サ
ー
ク
ル
で
知
り
合

っ

た
女
性
と
結
婚
。　
一
男

一
女
の
子
宝
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
か
ら
現
在
の
相
模

原
市
上
鶴
間
に
昭
和
５２
年
に
転
居
。
当
時

は
東
林
中
学
校
、
東
林
ふ
れ
あ
い
の
森
、

ゴ
ル
フ
練
習
場
も
な
く
平
地
林
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
そ
こ
で
カ
ブ

ト
虫
な
ど
を
採
取
し
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
成
長
す
る
に
つ
れ
、
奥
さ

ん
と
長
女
が
東
林
間
剣
道
部
に
入
部
。
長

男
は
当
時
上
鶴
間
地
域
で
少
年
野
球
チ
ー

ム
が
４
つ
ほ
ど
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
中
の

チ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。
長
谷
川
さ
ん
も

野
球
監
督
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ｃ

彼
は
監
督
と
し
て
東
少
連
の
会
合
に
出
席

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
他
の
チ
ー
ム

の
監
督
な
ど
地
域
の
方
々
と
知
り
合
い
に

な
り
ま
し
た
ｃ

地
域
活
動

長
谷
川
さ
ん
は
平
成
１２
年
に
川
崎
重
工

を
６０
歳
で
定
年
退
職
。
そ
の
後
関
連
会
社

で
２
年
間
勤
め
退
職
ま
し
た
。

彼
は
退
職
後
の
平
成
２３
年
に
防
犯
指
導

員
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
自
治
会
役
員

の
お
誘
い
も
あ
り
ま
し
た
。
防
犯
指
導
員

は
月

１
回
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
す
れ
ば

よ

い
と
い
う
話
だ

っ
た
の
で
楽
な
方
を
引
き

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
済

ま
な
い
こ
と
が
分
か
り
後
悔
し
き
り
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
で
も
彼
は
防
犯
指
導
員
を

１３
年
間
も
担
い
続
け
て
い
ま
す
。

長
谷
川
さ
ん
は
そ
の
他
に
、
座
間
市
東

文
化
セ
ン
タ
ー
で
外
国
人
に
日
本
語
を
覚

え
て
も
ら
う
た
め
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル

一そ
ら
」
の
講
師
を
務
め
て
い

ま
す
。
彼
は
日
産
座
間
工
場
の
自
動
車
組

み
立
て
作
業
の
ロ
ボ

ッ
ト
化
フ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

関
係
で
講
習
を
受
け
講
師
を
担

っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
英
語
の
話
せ
る
外
国
人
が
増

え
て
い
る
の
で
相
互
理
解
が
進
み
、
日
本

語
を
教
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

近
　
順凛

奥
さ
ま
は

３
年
ほ
ど
前
に
他
界
。
そ

の
後
、
家
事
の

一
切
を
ご
自
身
で
。
幸
い
、

長
女
が
川
崎
市
に
住
ん
で
い
る
の
で
時
々

手
伝

っ
て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

彼
は

「娘
は
あ
て
に
な
る
」
と
述
懐
。

健
康

の
秘
訣
は
毎
日

６
千
歩
歩
く

こ

と
。
ご
自
宅
か
ら
駅
近
く
の
ス
ー
パ
ー

ヘ

の
買
い
物
に
も
往
復
歩
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご
活

躍
く
だ
さ
い
。

90歳

90歳

90歳

90歳

99歳

99歳

99歳

99歳

99歳

100歳

100歳

100歳

100歳

●ヽ '
・ ′

・

■ヽ
`_ノ・

げ
∴
府
、 ゝ
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・
おタロらせお

し
ゃ
べ
リ
サ
ロ
ン
が

７
月
２６
日
（金
）

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
自
治
会
館
で
５
年
ぶ

り
に
再
開
。
新

メ
ン
バ
ー
は
男
性

６
人
、

女
性

８
人
の
合
計
１４
人
。
今
回
は
腰
痛

・

ひ
ざ
痛
予
防
教
室
を
開
催
。
講
師
は
前
田

直
俊
氏

（鍼
灸
師

・
柔
道
整
復
師
）
。
内

容
は
Ｃ
日
常
生
活
で
の
椅
子
の
座
り
方

。

立
ち
あ
が
り
方
２
腰

。
ひ
ざ
痛
予
防
の
共

通
し
た
足
腰
の
ス
ト
レ
ッ
チ
③
腰
、
ひ
ざ

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
④
足
の
む
く
み

対
策
の
ツ
ボ

（太
渓
、
三
陰
交
）
の
指
導
も
。

次

回
は

９
月

２７
日

（金
）
午
前

１０
時

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(カ ット)野浦正幸
活動内容は

要望を聞きながら

轟
第
２
回
区
長
会

区
長
会

が
曇

天

の

７
月
１３
日

（土
）
、

自
治
会
館
で
開
催
。
参
加
者
は
４９
人

（参

加
率
５７
％
）
。

主
な
連
絡
事
項
は
次
の
通
り
。

・
敬
老

の
お
祝

い
は
自
主
申
告
。
区
長
さ

ん
は
名
簿
を

７
月
２７
日

（土
）
ま
で
に
提

出
。
お
祝
い
品
は
９
月
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

ｏ
お

し

ゃ

べ
リ

サ

ロ

ン

が

再

開
。

７
、

９
、
１０
、
１１
、
翌
年

１
、

２
月

の
第

４

金
曜
日
に
開
催
の
計
画
。

７
月
の
サ
ロ
ン

は
２６
日

（金
）
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
自
治

会
館
で
腰
痛

。
ひ
ざ
痛
予
防
教
室
の
予
定
。

・
ふ
れ
あ
い
防
犯
教
室
は
下
段

の
要
領
で

行
わ
れ
ま
す
。

・
サ

マ
ー
わ

ぁ
―
ニ
バ

ル
が

８
月

３

日

（土
）
、

４

日

（日
）
に
、
東

林

ふ

る

さ

と
ま

つ
り
が
９
月
２９
日

（日
）
に
開
催
。

・
美
化
推
進
功
労
者
表
彰

（相
模
原
市
）

の
候
補
者

を
推
薦
し

て
く
だ

さ

い

（
３

年
以
上
活
動
歴
の
あ
る
個
人

・
団
体
）
。

『さ
が
み
は
ら
防
災
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
』

抜
粋

の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

奉
れ
あ

い
難
織
難
豊

轟
巡

９
月
１８
日
（水
）
午
前
１０
時

鏃
憑

自
治
会
館

一桑
事
轟
覇
塁
ふ
軍

羹

曇

１０

月

１２

日

（
土

）
午

前

１０
時

萎
な

自
治
会
館

・

１０
月
２０
日
（
日
）
午
前
９
時

東
林
小
学
校

秋
季
防
災
訓
練

ロ
ロ
“
■
″
〓
（日
）午
‐前ｍ
ｔ

場
団
林
問
第
３
公
園

躾
鎖
■
暮
賢
司
氏

自
治
会
広
報
部
長
の
日
暮

賢
司
氏
は

令
和

６
年

６
月
に
長
年
に
わ
た
る
地
域

活
動
で
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

お疲れさまでした

罐楊憑啄鶉巡簗1集

■
鞣
．動

・

ｒ
Ｊ
Ｆ
Ｆ

ゞ

ｉ
二

一

あ

Ｌ‘Ｊ
′
Ｌ
一

梅
雨
明
け
か
ら
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
表
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

春
季
防
災
訓
練
、
東
林
地
区
防
災
体
験

デ
ー
を
実
施
。
共
助

・
自
助
が
重
要
と
の

説
明
。
防
災
訓
練
に
多
く
の
方
々
が
参
加

し
体
験
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

新
設
さ
れ
た
上
鶴
間
中
学
校
特
別
授

業
。
テ
ー
マ
は

「中
学
生
に
多
い
ネ
ッ
ト

犯
罪
の
実
例
と
対
策
」
。
全
校
生
徒
約

３

百
人
は
警
察
官
か
ら
の
現
実
的
な
講
義
内

容

（な
り
す
ま
し
犯
罪
）
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
今
や
便
利
な
ツ
ー

ル
で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。
中
学
生

に
限
ら
ず
、
大
人
も
だ
ま
さ
れ
ぬ
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
よ
う
。

副
会
長
　
杉
山
　
伸

一

本紙に顔の判別できる写真が掲載されることもあります。ご了解ください。

妙
黎
婚
熱
奪
鑽
球
大
《震

瞼

隕

＝
月
１６
日
（
土
）
午
前
８
時

緻
』爾
隋
探
堀
中
央
公
園


